




 

新生児スクリーニングは,クレチン症についで,副腎皮質過形成症,Cystic fibrosis.な

ど,RIA 法を用うるものが相次いで登場し,今後も種々の物質のスクリーニングのための

RIA が利用される可能性がある。しかし,新生児についての,マルチプルスクリーニングの

円滑な発展のためには,RIの使用は種々の問題を含んでおり,われわれは,RIAでなく,RIを

使用しない方法を導入することが大切であると考えた。こうして,酵素免疫測定法(EIA)の

導入を始めた。 


